
 

 

様式第二号の十三(第八条の十七の二関係) 

(第１面) 

特別管理産業廃棄物処理計画書 

  令和元年 ６月１４日 

 

愛 知 県 知 事 殿 

 

提出者                   

      住 所 愛知県碧南市浜町１番地      

氏 名 日鉄ステンレス株式会社      

                           製造本部 衣浦製造所 

                           執行役員所長 米田 信幸 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 0566-48-7211      

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第 10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  日鉄ステンレス株式会社 製造本部 衣浦製造所 

事 業 場 の 所 在 地  愛知県碧南市浜町１番地 

計 画 期 間  平成３１年 ４月１日 ～令和２年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 鉄鋼業 

② 事 業 の 規 模 製品出荷額 ： ４４，０１０（百万円） 

③ 従 業 員 数 ４４１名 

④特別管理産業廃棄物

の一連の処理の工程 

① 特定有害汚泥・・・工場→中間処理業者 

② ばいじん（有害）電気炉・・・工場→中間処理業者 

③ ばいじん（有害）溶融還元炉・・・工場→中間処理業者 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

所内、環境管理手順書 衣-環-11「副産物（産業廃棄物）処分管理手順書」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成３０年度）実績】       

特別管理産業廃棄物の種類 特定有害汚泥 ばいじん（電気炉） 

排 出 量 ６，９６４ｔ ８２２ｔ 

特別管理産業廃棄物の種類 ばいじん（溶融還元炉）  

排 出 量 １，８６５ｔ  

（これまでに実施した取組） 

ばいじん（電気炉）は、自社（溶融還元炉）で処理を実施していた。 

しかし、平成30年10月溶融還元炉が休止したことにより、特別管理

産業廃棄物として、委託処分した。 

② 計画 

【目標】令和元年度 

特別管理産業廃棄物の種類 特定有害汚泥 ばいじん（電気炉） 

排 出 量 ６，０００ｔ ０ｔ 

特別管理産業廃棄物の種類 ばいじん（溶融還元炉）  

排 出 量 ０ｔ  

（今後実施する予定の取組） 

溶融還元炉休止により、ばいじん（溶融還元炉）の発生が無くなっ

た。 

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

特になし。 

 

 

②計画 

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関す

る取組） 

特になし。 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成３０年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

特になし。 

  

 

② 計画 

【目標】令和元年度 

特別管理産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

特になし。 

 

 

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成３０年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類    

自ら熱回収を行った

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

特になし。 

    

  

 

② 計画 

【目標】令和元年度 

特別管理産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う 

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

特になし。 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成３０年度）実績】 

特別管理産業廃棄物の種類   

自 ら 埋 立 処 分

を 行 っ た 

特別管理産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 特になし。 

  

 

② 計画 

【目標】令和元年度 

特別管理産業廃棄物の種類   

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う 

特別管理産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

特になし。 

 

 

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（平成３０年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類 特定有害汚泥 ばいじん（電気炉） 

全 処 理 委 託 量 ６，９６４ｔ ８２２ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
７５４ｔ ０ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

上記以外の種類は、別紙１参照 

（これまでに実施した取組） 

特になし。 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ② 計画 

【目標】令和元年度 

特別管理産業廃棄物の種類 特定有害汚泥 ばいじん（電気炉） 

全 処 理 委 託 量 ６，０００ｔ ０ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ０ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ０ｔ 

上記以外の種類は、別紙１参照 

（今後実施する予定の取組） 

特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

電子情報処理組織の 

使用に関する事項 

【前年度（平成３０年度）実績】 

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 

排 出 量 

（ ポ リ 塩 化 ビ フ ェ ニ 

ル 廃 棄 物 を 除 く 。） 

９，６５１ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

100％電子マニフェスト化している。 

平成31年4月より、廃棄物総合管理システムを100％運用・実施し、 

システムのよる一元管理、コンプライアンスを強化している。 

 

 

 

 

 

 

※事務処理欄  



 

 

別紙１ 

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（平成３０年度）実績】  

特別管理産業廃棄物の種類 ばいじん（溶融還元炉） － 

全 処 理 委 託 量 １，８６５ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０．４３４ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ｔ 

 

 ② 計画 

【目標】令和元年度 

特別管理産業廃棄物の種類 ばいじん（溶融還元炉） － 

全 処 理 委 託 量 ０ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ ｔ 

 

 


